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１ 計画改定の背景 

 

目黒区では、平成１２年に制定された国の「健康日本２１」を受け、平成１３年２月に「健

康めぐろ２１」を１０か年計画（平成１３～２２年度）として策定し、「健康寿命※の延長」

を大目標に掲げて目黒区の健康づくり施策を推進してきました。その後、平成２３年に改定

され、「健康めぐろ２１」（平成２３～２７年度）に引き継がれました。 

   この間、平成２５年４月からは、健康寿命の延伸と健康格差の縮小、生活習慣病※の発症予

防と重症化予防の徹底等を基本とした国の「健康日本２１（第２次）」が開始されました。 

   今後、高齢化の一層の進展に伴い、生活習慣病や認知症等の有病者の増加が見込まれてい

ます。また、生活の質（ＱＯＬ）の低下や要介護につながるロコモティブシンドローム※対策

も重要となってきました。 

   今回の「健康めぐろ２１」の改定では、「健康日本２１（第２次）」を踏まえ、「健康寿命の

延伸」に引き続き取り組むこととし、新たな健康課題に的確に対応するため、「生活習慣病の

重症化の予防」や「生活習慣の改善」といった視点を取り入れています。 

 

２ 計画の概要 

 

（１）改定の考え方 

 

前計画では、「健康寿命の延長」という大目標を掲げました。この大目標を達成するために、

「生活習慣病の予防」、「安全で健康的な生活環境の確保」、「健康づくりの支援」、「食育※の推

進」という４つの中目標を設定し、健康づくりの推進に努めてまいりました。これらの目標

は、区民一人ひとりの健康づくりの意識を高め、行動の変容を促すために長期的に取り組む

べき重要な課題であることから、本計画においても、これらの目標を継続・発展させながら、

施策の展開を図っていく必要があります。 

そこで、国の「健康日本２１（第２次）」の基本的方向を踏まえ、「健康寿命の延伸」とい

う基本理念の下、「生活習慣病の発症予防と重症化予防」、「生活習慣の改善」、「高齢者の健康」、

「こころの健康」、「健康を支える環境整備」、「食育の推進」という６つの大目標を定めまし

た。 

また、平成 26年８月には、区民 3,000 人を対象として「健康づくり調査」を実施し、区

民の健康づくりに関する意識の現状を把握・分析の上、前計画の達成度の評価を行いました。

改定に当たっては、調査結果から見た数値的な改善の要否、事業継続の必要性、国・都の計

画の改定内容、社会情勢の変化を踏まえて、指標として「目指す区民の姿」を設定しました。 

なお、「目指す区民の姿」の現状値については、平成２８年１月時点での最新値を採用しま

した。 

 

 

基本的な考え方 
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（２）計画の位置づけ 

 

本計画は、区の長期計画（基本構想、基本計画、実施計画）の補助計画で、健康づくり

に係る個別の事業、取組み、目標を示したものです。 

計画の策定に当たっては、区の長期計画をはじめ、保健・福祉の分野別の具体的な施策

を掲げた「目黒区保健医療福祉計画・介護保険事業計画」と整合性を図りました。 

なお、この計画の具体化は、「目黒区実施計画」又は各年度で予算措置を講じて実施する

ものとします。 

 

（３）計画期間 

 

    平成２８年度から平成３７年度までの１０年間とし、５年を目途に健康づくり調査を実

施し、中間評価を行います。なお、計画期間中に社会情勢の大きな変化が生じている場合

には、必要な見直しを行うこととします。 

 

（４）推進体制 

 

    「健康めぐろ２１」は、区民の健康水準を高めるために、区民が主体的に健康づくりに

取り組んでいけるよう支援する行動計画です。この計画を総合的、効果的に推進するため

には、区民と区が協力して事業を進めることと合わせて、行政内部の健康づくり推進体制

をさらに強化していくことが必要です。また、国や都、関係機関等と連携して健康づくり

施策をさらに展開していきます。 

 

  ア 区と区民・団体等の推進体制 

    区は、地域保健協議会、地域福祉審議会に情報提供を行いながら、広く区民、関係機関・

団体等と協力・協働して健康づくりを推進します。 

 

  イ 行政内部の推進体制 

    「健康めぐろ２１」を実効性のあるものとするために、保健、福祉、国民健康保険、ス

ポーツ振興、社会教育、地域振興、都市整備、環境清掃等の関連所管課で構成する「健康

づくり担当者会議」において、全庁的な連携や調整を図り、効果的な健康づくり施策を推

進します。 

 

  ウ 国や都、民間事業者との連携 

    健康づくりを推進するためには、国や都、民間事業者と区が役割を分担し、連携するこ

とが不可欠です。特に区内事業者等に対しては「健康めぐろ２１」の理解を求め、連携し

ていくことが重要です。 

 

 

 


